【外食産業】

職種：店舗開発　　職務：物件

【概要】

　物件とは、店舗開発プロセスのうち、出店計画に適合した物件を確保する職務をいう。

【仕事の内容】

物件は、出店計画に適合した物件を探すため、物件情報収集、物件実地調査、貸主折衝というプロセスに分かれる。

物件情報収集とは、会社・担当者のネットワークを駆使し特定した地域･エリアの中で物件情報を収集する。

物件実地調査とは、出店したい地域の物件の中から、候補にあがった物件の現地調査を実施し、総合的に物件を判断する。

貸主折衝とは、出店の時機を失わないように、物件の貸主と効果的・効率的に折衝し、貸主と折衝して賃貸契約等を結ぶまでをいう。

【求められる経験・能力】

（1） 外食産業のうち本社業務に入職を希望する場合においても、通常店舗業務・店長業務を経験した後に、本社業務に異動することが多く、特別な公的資格は必要とされない場合が多い。経歴採用の際は、当該業務における実務知識と専門知識が問われる。

（2） ただし、物件に係わる業務は比較的専門性が強い業務であることから、店舗経験を経ずに入職することがある。

（3） 物権の確保のためには、社内外のネットワークの構築が欠かせない。情報を共有化するために協調性やコミュニケーション力などの対人関係のスキルも重要となる。

【関連する資格・検定等】

· 宅地建物取扱主任者（財団法人不動産適正取引推進機構）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　２５２　企画・調査事務員

２８１　営業・販売事務員

３３１　不動産仲介・売買人


